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Katzko, M.W. (2007) “A Process Interpretation of James Gibson’s Theory of Perception” in Riffert, F. Perception Reconsidered, Frankfurt am Mein: Peter lang, pp.189-207

染谷昌義（2017）『知覚経験の生態学―哲学へのエコロジカル・アプローチ』勁草書房
日本ホワイトヘッド・プロセス学会投稿論文テンプレート
1. このファイルは、日本ホワイトヘッド・プロセス学会学会誌『プロセス思想』に投稿するシンポジウム司会、提題のためのMSワード用テンプレートです。このテンプレートに従い、司会は8枚以内、提題は14枚以内で論文を執筆してください。
2. テンプレートには論文タイトルや本文をはじめとして，小見出し、注、参考文献、それぞれの書式が設定されており、書式を崩さずに論文を執筆することで投稿規定に沿った形式で論文が執筆できます。
3. このテンプレートは，標準として文字サイズ10.5ポイント、1行34字×35行に設定しています。フォントは、日本語：MS明朝、英数字：Centuryと設定しています。
4. abstractの題目である「Abstract」（century 11pt太字、中央揃え）、注の題目である「注」（MSゴシック10pt、太字）、参考文献の題目である「参考文献」(MSゴシック10pt、太字)はそのまま使ってください。
5. タイトル、小見出し、引用、注、参考文献は上記の通りになっています。これについては、該当部分を選択して、「ホーム」タブにある「スタイル」の上のウィンドウ内、もしくは右下をクリックした「スタイル」ボックスが画面右横に表示される中にある該当部分をクリックしてください。その上でそれぞれの例の[　]内の項目、（例えばタイトルは「表題」、小見出しは「小見出し」等）を適宜選択してください。
6. 注は文末にまとめてください。本文での注記は「参考資料」→「文末脚注」で数字を打っていき、それに対応する文末注の小さい数字は一度消した後、1. 2. 3. 等半角数字にピリオドを使ってください。その上で「スタイル」ボックスの「注本文」を利用していただければありがたいです。
7. 参考文献は注の後に、「例」にならったスタイルにして、「スタイル」ボックスの「参考文献本文」を利用してください。
8. 注、参考文献については完全にスタイルの統一は難しいかもしれませんが、できるだけ例を参照してください。

9. 出版社に校正を頼まず、事務局で作業をするため、できるだけ上記に従って書いて頂ければありがたいです。なお、わからない場合や質問がある場合は以下のメールアドレスにお問い合わせください。
i-hirata@kansaigaidai.ac.jp

